
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弓道部、全国大会６位入賞 

 ７月１８日（月）、日本武道館にて、全

日本少年少女弓道錬成大会が行われまし

た。本校からは男子チームがこの大会に

出場し、１５９チームが出場する中、６

位入賞（敢闘賞）という見事な成績を勝

ち取ることができました。本当におめで

とうございます。 

 また、本校男子チームは、選手宣誓を

任され、１０００人以上の方々が注目す

る中、被災地である熊本の中学生として、

元気な姿を全国の方々に見てもらうこと

ができました。弓道部は、この後も県中

体連大会、佐賀で行われる九州大会への

出場が決まっています。全国大会の経験

を生かして、さらなる成長を期待します。 

新
た
な
歴
史
を
創
る
生
徒
会
！ 

 

今
年
度
、
生
徒
会
は
年
間
テ
ー

マ
を
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
と
決
め

て
、
今
ま
で
の
伝
統
を
大
切
に
し

つ
つ
、
新
た
な
歴
史
を
創
る
、
と

の
意
気
込
み
で
、
北
原
生
徒
会
長

を
中
心
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、「
こ
ん
な
生
徒
が
集
う

学
校
に
し
よ
う
」
と
、
目
指
す
姿

が
具
体
的
に
わ
か
る
形
で
み
ん
な

に
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

一
学
期
が
終
わ
り
ま
す
が
、
一

人
ひ
と
り
が
、
生
徒
総
会
で
確
認

し
た
目
指
す
姿
に
近
づ
い
て
い
る 

鹿北中学校生徒会年間テーマ 

ＣＨＡＮＧＥ 

 

こんな生徒が集う学校にしよう！ 

○一人ひとりの個性が尊重され、大切にされる学校にしよう 
○当たり前のこと（あいさつ・服装・無言掃除）ができる生徒になろう 
○自ら考え、行動する生徒になろう（自発的な活動） 

～自由に発想、個性を生かして協力しよう～ 

〈３年生、城北高校一日体験入学〉 

の
か
ど
う
な
の
か
を
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
一
学
期

活
動
し
て
の
成
果
と
課
題
を
明

ら
か
に
し
て
、
二
学
期
の
具
体
的

な
目
標
と
活
動
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
そ
の
行
動
の
中
に
、「
自

ら
考
え
、 

行
動
す
る 

生
徒
に
な 

ろ
う
」
の 

姿
が
あ
る 

の
だ
と
思 

い
ま
す
。 

 

熊
本
地
震
募
金
活
動 

Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ 

 

さ
る
き
タ
イ
ム 

 

鹿北カップ（ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会） 

生徒会の取り組み 

 

七
月
十
二
日
（
火
）
、
城
北
高
校
に
て
三
年
生
の
一

日
体
験
入
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
校
式
で
は
、
生
徒

会
長
や
本
校
卒
業
生
が
、
歓
迎
の
言
葉
や
各
科
の
紹
介

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

体
験
授
業
で
は
、
普
通
科
特
進
ク
ラ
ス
、
調
理
科
、

看
護
科
、
医
療
福
祉
科
、
普
通
科
ス
ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー

ス
の
授
業
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

昼
食
も
調
理
科
の
方
々
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ハ
ヤ

シ
ラ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ど
の
科
の
授
業
も
、
先
生
方
や
高
校
生
の
み
な
さ
ん

が
や
さ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
充
実
し
た
一

日
と
な
り
ま
し
た
。 

竹
原
校
長
先
生
か
ら
は
、
「
人
生
の
土
台
を
つ
く
る

の
が
高
校
、
高
校
に
は
た
く
さ
ん
の
人
生
が
つ
ま
っ
て

い
る
。
高
校
生
活
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
が
、
楽
し
さ

が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
る
。
み
ん
な
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
。
高
校
に
は
希
望
が
あ

る
。
希
望
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
自
分
が
変
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
。
高
校
生
活
を
通
し
て
、
自
分
を
大
き
く
変

え
て
ほ
し
い
。」
と
の
熱
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鹿
北
中
の
た
め
に
、
心
温
ま
る
充
実
し
た
時
間
を
つ
く

っ
て
く
だ
さ
っ
た
城
北
高
校
の
先
生
方
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

季
節
風 
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◇
一
学
期
を
振
り
返
っ
て
◇ 

四
月
。
新
入
生
二
十
八
名
を
迎

え
、
総
勢
八
十
一
名
で
一
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
矢
先

熊
本
地
震
が
あ
り
、
県
内
各
地
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
生
徒
会
が
い
ち

早
く
募
金
活
動
を
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

五
月
は
、
一
学
期
最
大
の
行

事
、
体
育
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
テ
ー
マ
「
限
界
突
破
」
の
も

と
、
各
団
の
団
長
を
中
心
に
、
一

生
懸
命
な
姿
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の
を

創
り
上
げ
る
こ
と
は
、
大
変
だ
け

ど
、
そ
の
分
、
大
き
な
感
動
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
来
校
さ
れ
た
方
々
も
、

口
々
に
「
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
」 

             

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

六
月
。
一
年
生
は
初
め
て
の
定

期
テ
ス
ト
（
期
末
テ
ス
ト
）
を
経

験
し
ま
し
た
。 

 

六
月
最
大
の
行
事
は
、
何
と
言 

っ
て
も
、
山
鹿
市
中
体
連
夏
季
大

会
で
す
。
今
ま
で
の
練
習
の
総
決

算
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
ど
の
部

も
、
力
の
限
り
競
技
す
る
姿
か

ら
、
こ
の
大
会
に
か
け
る
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
思
う
よ
う

な
結
果
を
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
悔
し
涙
を
流
し
た
人
も
い

ま
し
た
が
、
そ
の
涙
は
必
ず
一
人

ひ
と
り
の
心
の
成
長
に
つ
な
が

る
は
ず
で
す
。 

   

一
学
期
の
大
き
な
行
事
を
通

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
や
は
り 

「
な
か
ま
」
の
存
在
の
大
き
さ 

 

で
す
。
体
育
大
会
も
中
体
連
も
、

な
か
ま
と
目
標
を
共
有
し
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
き
つ
い
こ

と
も
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
先
に
あ
る

大
き
な
喜
び
や
感
動
、
時
に
は 

悔
し
さ
を
経
験
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

人
間
関
係
は
、
何
か
と
面
倒

で
あ
り
、
や
っ
か
い
な
も
の
で

す
。
し
か
し
、「
人
は
人
の
中
で

成
長
す
る
」
と
の
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
人
が
い
る
か
ら
、
な

か
ま
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
一
人

で
は
味
わ
え
な
い
感
動
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

▽
な
か
ま
の
存
在
△ 



稲
葉 

英
徳 

（
鹿
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

梶
山 

竜
太 

（
鹿
北
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
） 

瀬
口 

英
子 

（
保
育
園
代
表
） 

※ 

敬
称
略 

   

鹿
北
小
学
校
と
鹿
北
中
学
校
は
国
の

指
定
を
受
け
小
・
中
連
携
を
進
め
る
た

め
、
二
年
間
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。 

 
小
・
中
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
で
、

九
年
間
の
連
続
し
た
「
学
び
」
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
次
の

五
つ
の
分
野
で
の
連
携
で
す
。 

① 

学
校
行
事
や
様
々
な
地
域
行
事
へ
の
参
加 

② 

学
力
向
上
・
外
国
語
活
動
の
充
実 

③ 

自
治
力
育
成
と
な
か
ま
づ
く
り
推
進 

④ 

体
力
向
上
の
取
組 

⑤ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 

 

研
究
の
最
大
の
目
的
は
、
子
供
た
ち
が

成
長
す
る
た
め
の
教
育
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
鹿
北
中

は
鹿
北
小
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て

い
き
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようこそ鹿北中学校ホームページへ 

現在、ほぼ毎日、鹿北中学校のホー

ムページを更新しています。保護者の

皆さま、ぜひアクセスされてみてくだ

さい。学校での生徒の頑張りや、様々

な情報をアップしています。 

入り方は簡単です。鹿北中学校と入

力し、山鹿市立鹿北中学校-熊本県教

育情報システムをクリックすると入

ることができます。 

学校生活、行事予定、生徒会活動、 

部活動など、様々なメニューがありま

す。最近では、毎日１２０件近くのア

クセスがあります。ぜひ、一度ご覧い

ただければと思います。 

吹
奏
楽
部
、
地
域
で
の
演
奏
活
動 

ガンバレ３年生！ 夏に勝つ！ 

 今年の夏休みは、３年生のとっては特別な夏休み。そ

んな 3年生に、気持ちがゆるんだときに、気合いを入れ

直す言葉を贈ります。全国には、約１００万人の中学３

年生がいます。充実した夏休みを過ごしてほしいと思い

ます 

○ 今日歩くことを止めれば、明日は走ることになる。 

○ 転んだ人を笑うな。彼は歩こうとしたから転んだんだ。 

○ 夢は逃げない。逃げるのはいつも自分だ。 

○ 苦しいから逃げるのではない 逃げるから苦しいのだ。 

○ 努力した者が全て報われるとは限らない。 

しかし、成功した者は皆努力している！ 

○ 努力の前に成功がくるのは、辞書の中だけ。 

○ 明日からがんばるんじゃない。 

今日をがんばり始めた者にのみ明日がくるんだよ！ 

○ 今居眠りすれば、あなたは夢をみる。 

今学習すれば、あなたは夢が叶う。 

○ 一生懸命だと知恵が出る、中途半端だと愚痴が出る、 

いい加減だと言い訳が出る。 

○ 未来が見えないのは暗いからではない。まぶしすぎるからだ。 

○ あきらめたらそこで試合終了ですよ…！ 

☆
鹿
北
中
が
め
ざ
す
方
向
性
☆ 

今
年
度
、
鹿
北
中
学
校
で
は
新
た
な
取
組
を
始
め
て
い

ま
す
。
一
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
移

行
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
国
の
指
定
を
受
け
て

こ
れ
か
ら
二
年
間
か
け
て
校
種
間
連
携
（
小
・
中
連
携
）

の
研
究
を
始
め
た
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の
取
組
を
進
め

る
こ
と
で
、
鹿
北
の
子
供
た
ち
が
、
健
全
に
成
長
し
て
い

く
教
育
環
境
を
さ
ら
に
整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は 

校
種
間
連
携
（
小
・中
連
携
） 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ

れ
た
学
校
に
は
、「
学
校
運
営
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会
か
ら
任
命

さ
れ
た
運
営
協
議
会
の
委
員(

保
護
者
・
地

域
の
皆
さ
ま)

が
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針

を
承
認
し
た
り
、
学
校
の
教
育
活
動
に
意

見
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
で
、
一
定
の
権

限
と
責
任
を
も
っ
て
学
校
教
育
活
動
に
参

画
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
て
の
協
議
も
行
い
ま
す
。 

 

学
校
と
地
域
の
皆
さ
ま
と
が
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
い
に
信
頼
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体
的
に
地
域

の
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
、
こ 

の
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
番

の
ね
ら
い
で
す
。
鹿
北
中
は
、
地
域
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
ま
す
。 

学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ま 

齋
藤 

順
孝 

（
元
小
学
校
校
長
） 

中
川 

和
夫 

（
鹿
北
区
長
会
長
） 

竹
熊 

榮
子 

（
主
任
児
童
員
） 

北
原 

チ
ヅ 

（
市
職
員
） 

島
北 

皎
誓 

（
元
山
鹿
市
教
育
委
員
） 

立
山 

憲
介 

（
元
鹿
北
総
合
支
所
長
） 

信
末 

知
也 

（
鹿
北
駐
在
所
） 

中
嶋 

勇
樹 

（
社
会
福
祉
協
議
会
） 

中
満 

恭
二 

（
元
体
育
指
導
員
） 

陶
山 

え
つ
子
（
元
鹿
北
健
康
施
設
所
代
表
） 

 

文
部
科
学
省
調
査
官
を
交
え
て
の
小
・
中
合
同
の

研
究
会
を
開
催 

（
七
月
八
日 

鹿
北
小
に
て
） 

◇
夏
休
み
を
有
意
義
に
◇ 

 

吹
奏
楽
部
は
、
七
月
十
六
日
（
土
）

あ
や
す
ぎ
荘
に
て
演
奏
会
を
行
い
ま

し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
演
奏
活

動
に
次
い
で
二
回
目
の
地
域
で
の
演

奏
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の

方
々
に
、
す
ば
ら
し
い
音
楽
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演
奏
や
歌
声
を

聴
き
な
が
ら
涙
を
流
さ
れ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

吹
奏
楽
部
の
ほ
ん
の
小
さ
な
取
組

は
、
私
た
ち
が
思
う
以
上
に
、
地
域
の

方
々
に
大
き
な
も
の
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
 

地
域
の
方
々
に
「
元
気
を
届
け
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
演
奏
会
。
来

週
も
再
来
週
も
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を
お
届
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

<

演
奏
会
の
予
定>

 
 

○
七
月
二
十
四
日
（
日
） 

 
 

 

小
川
内
サ
ロ
ン
会 

 

○
七
月
三
十
日
（
土
） 

 
 

 

道
の
駅
か
ほ
く 

 

 

○
八
月
六
日
（
土
） 

 
 

 

広
見
の
星
空
ま
つ
り 

○
八
月
十
三
日
（
土
） 

 
 

 

支
援
セ
ン
タ
ー(

鹿
北
市
民
セ) 

○
朝
が
勝
負
！ 

早
く
起
き
る
と
、
気
持
ち
も
す
っ
き
り
し
て
、

や
る
気
も
出
る
も
の
で
す
。
逆
に
、
寝
坊
す

る
と
何
と
な
く
一
日
が
だ
ら
だ
ら
し
て
し
ま

う
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
早
起
き
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
よ
う
。 

ま
た
、
朝
起
き
た
時
に
、
今
日
や
る
こ
と

が
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
朝
は
と
に
か
く
ぐ
ず
ぐ
ず
し
な
い
。 

 

○
決
ま
っ
た
時
間
に
勉
強
！ 

脳
に
い
つ
も
の
学
習
時
間
を
イ
ン
プ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
つ
ま
り
、
習
慣
化

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
最
初
は
き
つ
い
と
感
じ

る
け
れ
ど
、
だ
ん
だ
ん
と
脳
が
慣
れ
て
き
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
き
つ
さ
は
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
脳
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
自

分
自
身
で
す
。 

東
大
合
格
者
の
多
く
は
、
一
年
間
生
活
リ

ズ
ム
を
崩
さ
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
有
名
な

話
で
す
。 

 



 


